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北海道ではエゾシカ（ C ervu s  n i ppo n  y es oen s i s：以下，シカ）の個体
数が増加傾向にあり，人とシカとの軋轢が問題となっている．野生鳥獣
による 2019 年度の北海道の農林業被害額は約 47 億円に達し，そのう
ち約 38 億円がシカによるものである（ URL：
ht tp : / /www.pr e f .h okka i do . l g . jp /ks /skn /h ig a i 2019 .p d f； 2020 年 12 月
21 日確認）．  また，シカによる 2019 年度の交通事故発生件数は 3000
件を超えた（ U RL：
ht tp : / /www.pr e f .h okka i do . l g . jp /ks /skn / e s t/ R1 /kout suu j iko .p df； 2020




















2006）．猟区は 201 6 年度時点で全国に 14 か所，北海道には 2 か所（紋
別郡西興部村，勇払郡占冠村）に設置されていた．北海道の猟区は，村
外から来る狩猟者に対するガイド付き制を取り入れており，入猟期間も
200 日程度と突出して長い等，本州の猟区とは大きく異なっている．  
2004 年に猟区が設置された西興部村は北海道北部に位置し，村面積








2006 年で約 2 ,146 万円に及び，宿泊や地元住民の雇用等により地域経




































2014 年 9 月 15 日に村が管理者となって，猟区の設置が認可された．以
降，占冠村は，鳥獣対策専門職員が中心となって，ガイド付き狩猟と有
害捕獲事業を用いた一元的なエゾシカ個体数管理の推進に加えて， 地域
で問題となっているヒグマ（ U r sus  a rc to s）やアライグマ ( Pr ocyo n  





























あり，村の 94％が森林である．また，国有林が森林の 9 割を占める
（黒崎・浦田， 2014）．人口は 2020 年 7 月末現在， 1 ,2 43 人で， 776 世
帯である
（ ht tp : //www.v i l l . s h imuka ppu . lg . j p/ sh i mukappu /s ec t io n/ so umu/nm udt
q0000001qz q .h tm l； 2021 年 1 月 4 日確認）．村内には JR 石勝線，道東
自動車道の占冠 I C およびトマム I C があるほか，国道 274 号線，国道






占冠村の農地は 433 ha あり，そのうちの約 64 %（ 275ha）が牧草地，
約 32%（ 137h a）が畑地である（安田， 2016）．小規模の牧草地や畑地
が点在しているため，費用対効果の面から侵入防止柵の整備ではなく，







1  資料による調査  
以下の資料から猟区運営の現況や活動を把握・整理した．  
占冠村管理運営委員会議案（ 2018 年度）  
広報しむかっぷ（ 20 14 年 10 月号～ 202 0 年 12 月号）  
占冠村ホームページ
（ ht tp : //www.v i l l . s h imuka ppu . lg . j p/ sh i mukappu / in dex .h tml； 2020 年
11 月 1 日確認）  
2  聞き取り調査  




3  猟区利用者アンケート調査  
2020 年度の入猟期間 2020 年 10 月 1 日から 2020 年 12 月 3 1 日，そ
の間入猟した同猟区利用者に対して，郵送文書によるアンケート調査を
行った．回答は重複しないよう，未回答の利用者に対し行った．また，
2014 年度から 2019 年度にかけて収集したアンケート結果も集計に加






（ 8）普段の狩猟スタイル，とした．  
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４  村内狩猟者アンケート調査  
占冠村でシカの有害捕獲を行っている狩猟者を対象とした． 2020 年
11 月に，アンケート用紙と切手を貼った返信用封筒を同封して郵送し
た．アンケートの返信期間は， 2020 年 1 0 月 1 日から 11 月 3 0 日とし












5  村民アンケート調査  
占冠村民を対象として，調査期間は， 20 20 年 10 月 26 日～ 1 1 月 5 日
にアンケート用紙と切手を貼った返信用封筒を戸別訪問またはポスト投
函で各戸に１部ずつ配布した．返信期間は， 2020 年 10 月 2 6 日から 11















答数（ n）を割り出した後に有限修正を加えることで割り出した．  
許容誤差（λ）＝ 5 %とは，あるアンケートの回答で「該当する」と
の回答率が 70 %だった場合，±5 %つまり， 65％～ 85％の誤差があるこ
とを示す．許容誤差は慣例的に 5 %と設定することが多い．また，許容
誤差（λ）の数値は対応する z 値を代入する必要があり，許容誤差 5%
の場合は z 値 1 . 96 を代入する．信頼度（ d）＝ 95％とは，アンケート
の回答で 70％が「該当する」と選択したとき， 65％～ 85%内である確
率が 95％であるといえるということである．反対に 5 %の確率で
65%~85 %に収まらないといえるため，代入する数値は 0 .0 5 である．今
回，慣例的に信頼度を 95%とした．回答比率（ p）＝ 50 %は，実際の回
答率ではなく，アンケートを行う前は不明であるため，一般的に用いら










上記より，許容誤差（λ）＝ 5%（ z 値＝ 1 .96），信頼度（ d）＝ 95％
（ 0 .05），回答比率（ p）＝ 50%（ 0 .5）に設定した．  
その後，有限修正を行い，全体数（配布数）（ N）と n を代入し，  
𝑛′ =
𝑛𝑁
𝑁 + 𝑛 − 1
 
最低限必要な回答数（ n’）  を割り出した．  
 
【結果】  
1 .  資料による調査及び聞き取り調査  
1 )  村外狩猟者へのガイド付き狩猟  
 入猟期間は，毎年 10 月 1 日から 4 月 15 日の約 200 日間であり，西
興部村猟区に次いで長い．対象動物はシカのみで， 1 日の入猟人数は 6
人以内とし， 1 日の捕獲頭数は 2 頭／ 1 人（メス 2 頭又はオス・メス各
1 頭）としている．入猟者は，入猟承認料 10 ,000 円／ 1 名，ガイド料




み」で解体することを義務付けている．施設利用料は 3 ,000 円／ 1 頭で
あり，希望者は， 15 ,000 円／ 1 頭で，食肉加工業者「事業者 A」に解体
を委託することも可能である．解体後の残滓処理は， 20 19 年度より
150 円／ 1k g（税別）となっている．  
 2014 年に猟区が設置されてから 202 0 年 12 月までに，累計 122 人
が訪れ，累計 165 頭のシカが捕獲された． 2014 年度～ 2020 年度の年度
平均入猟者数は 1 7 . 4 人，年度平均入猟日数は， 29 .3 日，年度平均捕獲
数は 23 .6 頭で，年々増加する傾向にあった（図 1-3）． 202 0 年度 10 月
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発生する． 2014 年度から 2019 年度の村役場の平均収入は， 94 .6 万円
であった．民間収入は宿泊費，飲食費，シカ肉解体委託料等があり，
2014 年度から 20 20 年度の平均収入（宿泊費および飲食費の実際の金
額が不明のため 1 泊当たりの単価をそれぞれ 8 ,500 円および 1 ,000 千円
として推定した値）は， 77 .5 万円であった．  
 2020 年度は新型コロナウイルス対策のため，検温や車の消毒等を実
施しながら，入猟対応が行われた．しかし，全国の流行状況を鑑み，
2020 年 12 月 23 日から 2021 年 4 月 15 日は入猟を休止することが決定
されている．
（ UR L: ht tp :/ /www. v i l l . sh imuka ppu . l g . j p/s h imuk ap pu/ sec t i on /n our in / r
in gyou / nmudt q0000 02r8zw -at t /nmu dtq0 00004wzo2 .p d f； 20 20 年 3 月
3 日確認）．  
 
2 )  有害捕獲事業  
 有害捕獲事業は，シカ，ヒグマ，アライグマ等の動物を対象に行われ
ていた． 2020 年 4 月からは占冠村民は，狩猟免許を取得していなくて
も，村の講習を受けることでアライグマのわな捕獲に従事することがで
きるようになった．シカ，アライグマの捕獲従事期間は通年，ヒグマは




2020 年度のシカ捕獲従事者は 11 人（村内： 9 人うち，うち 7 人は銃
による従事者， 2 人はわなによる従事者，村外：銃による従事者 2 人）
である．村内の狩猟免許所持者は，全員有害捕獲に従事していた．アラ
イグマの捕獲従事者は 16 人で，狩猟免許を持たない従事者が 9 名い
た．役場農林業振興課への聞き取り調査では，シカ捕獲従事者には，狩




 シカの有害捕獲事業では，猟区設置以降の 2014 年度～ 20 2 0 年度の 7
年間で年平均 317 . 7 頭（ S D±25 .2 頭）の捕獲を行った（図 4）．猟区設
置以前の 6 年間， 20 08 年度から 20 13 年度の有害捕獲頭数は，平均
250 .3 頭（ S D±102 . 9 頭）であり，猟区設置後，平均捕獲数が増加し，
年度毎のばらつきも小さくなった．月別の捕獲数は， 4 月から 7 月にか
けての捕獲が多く， 5 月をピークに，１カ月に 40 頭前後の捕獲が行わ
れていた．捕獲数は夏から冬にかけて減少し， 12 月から 2 月に月別の
平均捕獲数が 10 頭前後にまで減少していた（図 5）．また， 2016 年度
～ 2018 年度の捕獲個体の性比は，オス 49 .6％，メス 50 . 4%とほぼ等し
いが，月別の捕獲性比は 8 月にメスの比率が高く， 11 月にオスの比率
が高い傾向にあった（図 6）．牧草地の被害額は年々減少する傾向にあ
り， 2011 年度は約 1 400 万円であったが， 2019 年度には約 5 00 万円で
あった（図 7）．  
 
3 )  野生動物の個体数調査  
 占冠村では北海道による 10 月の全道一斉のライトセンサスの他に，
12 
 
日の入り 1 時間前・ 1 時間後のルートセンサス・ライトセンサスを，年
間通して 10 回程度行っている．発見頭数は， 2014 年度には 42 .3 頭／
10 ㎞だったが， 201 9 年度には 96 .7 頭／ 10 ㎞となり，年々増加してい
た（図 8）．  
 また，ヒグマは，出没個体の前掌幅や群構成，体型クラスをもとに個
体識別を行い，ヒグマ個体数（最小見積数）を算出していた． 2019 年
度には，最小見積数 31 群 45 頭が確認されていた．  
 





















7 )  村内広報誌での「野生動物対策」に関する記事  
 占冠村では，毎月，村内広報誌である広報しむかっぷを村民に配布し
ている． 2020 年 9 月時点で，約 569 世帯に配布されていた．占冠村猟










































10)   シカ肉の有効活用  









食肉加工業者にペット用に肉を譲渡 (1 頭 1 ,000 円程度 )していた．事業
者 B は，主としてはヒツジ農家であり，ヒツジを育てながら，経営者
が自身で捕獲したシカを処理および加工し，販売していた．   









２ .  アンケート調査  
1 )  村外狩猟者（猟区利用者）  
 2014 年度から， 2 020 年 12 月までの猟区利用者，総数 6 4 名に任意の
調査協力を依頼し， 2020 年 12 月 30 日までに， 33 名から回答を得た．
回収率は 51 .2 %である．アンケート結果は，以下の通りであった．  
 居住地方では，関東地方居住者 18 人（ 54 .5 %）と最多で，うち 9 人
は東京都居住者でありった（図９）．次いで，北海道（ 15 .2％），中部地
方（ 12 .1％）となった．職業は，会社員 8 人（ 24 .2 %），会社役員７人
（ 21 .2 %）で，会社員・会社役員が約 4 5％を占めた（図 10）．狩猟歴で
は， 33 名中， 5 年未満が 15 人（ 42 .4 %）， 5 年以上 10 年未満 9 人
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（ 27 .3 %），約 7 割が狩猟歴 10 年未満であった．エゾシカ猟歴について
も， 5 年未満 18 人（ 56 .3 %）， 5 年以上 10 年未満が 6 人（ 18 .8 %）で，
約 7 割がエゾシカ猟歴 10 年未満であった（図 11）．また，居住地方と
職業について強い相関がみられ，関東地方から来る入猟者には，会社
員，会社役員が多かった．（クラメール連数係数 r＝ 0 . 644， p 値＝ 0 .003





（図 13）．  
 
2 )  占冠村有害捕獲従事者  
 有害捕獲従事者に対するアンケートは，村役場を通じて， 11 名の村
内有害捕獲従事者のうち銃を所持する 7 名に配布することができ，
2020 年 12 月 30 日までに， 6 名から回答を得た．他 4 名は村外在住等
の理由から配布できなかった．  
 シカ捕獲に対する意識について， 6 名中 5 名が，「有効活用できる範
囲内で捕獲するべき」，「生態系が保全される水準に維持するべき」と回
答した．また，ヒグマ捕獲に対する意識については， 6 名中 5 名が「生
態系が保全される水準に維持するべき」と回答した．アライグマ捕獲に
対する意識については， 6 名中 5 名（アライグマ捕獲従事者全員）が
「可能な限り捕獲していくべき」と回答した．  








消費 17 .5%，業者譲渡 67 .5 %，その他（販売） 15 %であった．また， 6












3 )  占冠村民  
 占冠村民に対するアンケート調査は， 487 世帯に直接配布を行い，
2020 年 12 月 30 日までに， 222 世帯から回答を得た．村民アンケート
の回収率は 45 .6%だった．  
許容誤差（λ）＝ 5 %（ z 値＝ 1 .96），信頼度（ d）＝ 95％（ 0 .05），回
答比率（ p）＝ 50%（ 0 .5）に設定し，全体数（配布数）（ N）＝ 487 を代
入した結果，最低限必要な回答数（ n ’） は 215 .0 となり，アンケートの
回収数は 221 世帯であったため，最低限必要な回答数（ n ’） を上回った
18 
 
結果となった．つまり，標本調査として許容誤差±5 %，信頼度 95 %の
信頼性が得られた．  



















傾向がみられた（図 19）．  






ることが分かった（図 21）．  
 記事を読む頻度と野生動物対策の認知数の関係を調べたところ，野生
動物記事をよく読む人ほど，村の野生動物対策活動の認知数が多い傾向
があった（相関比η ^ 2= 0 .192， p 値＝ 0 . 000＜ 0 .05）．  
 シカ肉とヒグマ肉の食肉経験と食したいかどうかについて，年齢と性
別に関連がみられた．シカ肉については，村民の 85%以上に食肉経験
があり（図 22）， 50 代以下の年齢層や男性においては， 90 %以上に食
肉経験があることが分かった（図 23～ 2 4）．食したいかどうかという質
問に対しては， 50 代以下の年齢層で食べたいとの回答が 6 8 .7％と多










者には有意差がみられた（クラメール連関係数 r＝ 0 .214， p 値＝ 0 .026
＜ 0 .05）（図 26）．性別との関係では，男性は食肉経験があるが食べた
くないとの回答が多く，女性は，食肉経験はないが食べたくないとの回













（図 29）．  
 記事を読む頻度が高いほど，「実現できている」および「やや実現で
きている」との回答数が有意に多いことが分かった（相関比η ^ 2＝















40 代からの 1 人当たりの希望するイベント数は他の年代に比べ有意に
差があり，多い傾向があった（図 36）．また， 40 代の回答者の半分以
上が「子供向け・野生動物の生態を学ぶ教室」を希望していることが分






























方が低コストであり，そのためにも個体数管理が必要である（ Scha l l e r，
2013）．シカを適正密度に管理することには，生態系保全につながり，過
剰採食による土砂流出を防止する機能もある（ Sch a l l e r，2013）イングラ
ンド国有林では，シカを計画的に捕獲する専門職員が雇用されていて（伊
吾田ほか，2015），人件費と車両等で 1 人 1 年でおよそ 10 万ポンドの費






























































































































































































理を行う体制を構築したうえで制度を導入することが望まれる．   
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実現できている やや実現できている 実現できていない わからない 無回答
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いつも読む たまに読む あまり読まない 全く読まない
図30．野生動物対策記事を読む頻度と
「実現できている」・「やや実現できている」の回答数の関連性
































実現できている やや実現できている 実現できていない わからない 無回答
































20代 30代 40代 50代 60代以上
図36．年齢別の希望するイベント数
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
その他
子供向け・野生動物対策について学ぶ教室
大人向け・野生動物対策について学ぶ教室
大人向け・野生動物の生態を学ぶ教室
初心者でも野生動物対策に参加できる講習
シカ肉や皮を活用したイベント
子供向け・野生動物の生態を学ぶ教室
図37．年齢40代における希望イベント（n=35）
